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序

 山辺町には、先人が残した数多くの文化遺産があります。そのなかで、土中に埋もれて

 いる、「遺跡」を埋蔵文化財とよんでおります。

 本書は、その埋蔵文化財の分布状況を2万5千分の1の地図におとしたものです。

 山辺町内には、白鷹丘陵での縄文時代の拠点的集落と思われる向原(嶽原)遺跡や、弥

 生時代後期の天王山式土器が出土した蓮台寺遺跡などが知られています。

 さらには、埴輪を樹立する古墳としては日本海最北限の大塚天神古墳、奈良時代の人々

 の足跡が水田跡からそっくりあらわれた山辺南部条里、山野辺義忠(光茂)が整備した山

 野辺城跡など、各時代ごとに重要な埋蔵文化財が存在し、連綿と人々の生活が営まれ、現

 在へと続く文化が形成されてきました。

 また今回の分布図には記載されておりませんが、北山地区からは旧石器時代の石刃が出

 土しております。

 山辺町では、それらの貴重な埋蔵文化財を、町民の皆様と一緒に保護し、育てていきた

 いと考えております。

 そのため、今回遺跡地図を刊行し、多くの方々に、埋蔵文化財(遺跡)の存在をお知ら

 せできればと思います。玉

 この地図が、文化財保護対策を推進するために、活用されれば幸いに存じます。

 皆様には、今後とも一層のご助言とご指導を賜りますようお願い申しあげ、ごあいさっ

 といたします。

 平成11年12月

山辺町教育委員会

教育長高橋達雄



例言

 1本書の目的は、山辺町内にある埋蔵文化財包蔵地を周知し、保護・活用を図るためのもの

 である。

 2本書は、1962年「山辺町埋蔵文化財包蔵地調査報告書」、1978年「山形県遺跡地図」1979

 年「山形県埋蔵文化財調査報告書第19集分布調査報告書(6)山形西部地区関係遺跡」、1996

 年「山形県中世城館遺跡調査報告書」並びに、1979年からの発掘調査及び分布調査の成果

 をもとに、1998年5月から1999年10月までに実施した分布調査の結果に基づき作成したも

 のである。

 なお、2001年(平成13年)までの間に、町史編纂事業にともない、詳細な埋蔵文化財分

 布調査を実施する予定である。

 3調査の体制などは次の通りである。

 ①調査期間平成10年5月～平成11年10月

 ②調査員三浦浩人

 ③事務局

 平成10年度渡辺秀彦(山辺町教育委員会教育次長)

 三浦康市(山辺町教育委員会総務主査)

 平成11年度渡辺秀彦(山辺町教育委員会教育次長)

 長谷川吉則(山辺町教育委員会社会教育係長)

 4本書の作成は、三浦浩人があたった。

 5調査及び本書の作成には、佐藤継雄氏、茨木光裕氏、村山賢司氏、黒坂雅人氏ならび

 に関係¥諸機関・諸氏よりご指導ご協力をいただいた。記して謝意を表する。

 6本書で使用した地形図は、次の通りである。

 全体図山辺町役場(平成9年)5万分の1[縮小して使用]

 詳細図国土地理院山形北部(平成3年)、宮宿(平成10年)、白鷹山

 (昭和60年)2万5千分の1

 本書の詳細図A図～F図は、建設省国土地理院長の承認を得て同院発行の1／25,000

 地形図を複製したものです。(承認番号平11東複第624号)
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